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合
併
後
の
鬼
北
町
が
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
、
予
算
提
案
に
あ
た
り
町
長
が
説
明
し
た
町
づ
く
り
に
対
す
る
基
本

方
針
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標

　

①
美
し
い
自
然
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
よ
う

　

②
〝
安
心
温
度
〞
の
高
い
暮
ら
し
を
み
ん
な
で
支
え
よ
う

　

③
時
代
に
挑
戦
し
、
活
力
あ
る
地
域
産
業
を
創
ろ
う

　

④
一
人
ひ
と
り
が
個
性
と
能
力
を
発
揮
し
よ
う

　

⑤
自
然
に
優
し
い
、
快
適
で
安
全
な
暮
ら
し
を
守
ろ
う

　

⑥
地
域
自
治
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ
う

国
の
平
成
18
年
度

地
方
財
政
計
画
に
つ
い
て

　

平
成
18
年
度
予
算
は
、
重
点
強
化
期

間
最
後
の
重
要
な
予
算
で
あ
り
、「
今
後

の
経
済
財
政
運
営
お
よ
び
経
済
社
会
の

構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
」
以
来

の
構
造
改
革
に
一
応
の
め
ど
を
つ
け
る

も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
同
時
に
改
革

を
加
速
す
る
た
め
の
予
算
で
も
あ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
期
的
に
は

引
き
続
き
「
２
０
１
０
年
代
初
頭
に
お

け
る
基
礎
的
財
政
収
支（
プ
ラ
イ
マ
リ
ー

バ
ラ
ン
ス
）
の
黒
字
化
」
お
よ
び
「
デ

フ
レ
の
克
服
、
民
需
主
導
の
持
続
的
経

済
成
長
」
の
実
現
を
図
る
べ
く
、
予
算

編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
小
さ
く
て
効
率

的
な
政
府
の
実
現
に
向
け
、
従
来
の
歳

出
改
革
路
線
を
堅
持
・
強
化
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、「
三
位
一
体
改
革
」
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
総
人
件
費
改
革
、

医
療
制
度
改
革
、
特
別
会
計
改
革
、
資

産
・
債
務
改
革
、
政
策
金
融
改
革
等
の

構
造
改
革
に
つ
い
て
、
順
次
予
算
に
反

映
さ
せ
る
。
ま
た
、
歳
出
全
般
に
わ
た

る
徹
底
し
た
見
直
し
を
行
い
、
一
般
歳

出
の
水
準
に
つ
い
て
前
年
度
よ
り
も
減

額
し
、
一
般
会
計
歳
出
に
つ
い
て
も
厳

し
く
抑
制
を
図
る
。
さ
ら
に
、
足
下
の

経
済
情
勢
や
税
収
動
向
を
踏
ま
え
、
新

規
国
債
発
行
額
に
つ
い
て
平
成
17
年
度

（
34
・
４
兆
円
）
よ
り
も
大
幅
に
減
額
し
、

30
兆
円
に
で
き
る
だ
け
近
づ
け
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

予
算
の
配
分
に
お
い
て
、「
公
共
投
資

関
係
費
」、「
裁
量
的
経
費
」
は
、
そ
の

総
額
を
対
前
年
度
マ
イ
ナ
ス
３
％
の
範

囲
内
お
よ
び
重
点
化
促
進
加
算
額
の
範

囲
内
を
基
本
に
厳
し
く
抑
制
す
る
こ
と
。

「
義
務
的
経
費
」
は
自
然
増
を
放
置
す
る

こ
と
な
く
、
制
度
・
施
策
の
抜
本
的
見

直
し
を
行
い
、
歳
出
の
抑
制
を
図
る
こ

と
な
ど
を
基
本
と
し
、
予
算
編
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
方
針
に
基
づ
い
て
編

成
さ
れ
た
国
の
一
般
会
計
予
算
の
総

額
は
、
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
3.0
％
の

79
兆
６
千
８
６
０
億
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

国
の
方
針
を
踏
ま
え
、
平
成
18
年
度

の
地
方
財
政
対
策
は
、
地
方
税
収
入
や

地
方
交
付
税
の
原
資
と
な
る
国
税
収
入

が
回
復
傾
向
に
あ
る
一
方
で
、
公
債
費

が
高
い
水
準
で
推
移
す
る
こ
と
や
社
会

保
障
関
係
経
費
の
自
然
増
等
に
よ
り
、

依
然
と
し
て
大
幅
な
財
源
不
足
が
生
じ

る
も
の
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
地
方
財
政
計
画
の
歳
出

に
つ
い
て
は
、
累
次
の
「
基
本
方
針
」

や
総
人
件
費
改
革
基
本
指
針
等
に
沿
っ

て
、
国
の
歳
出
予
算
と
歩
を
一
に
し
て

見
直
す
こ
と
と
し
、
定
員
の
純
減
や
給

与
構
造
改
革
等
に
よ
る
給
与
関
係
経
費

の
抑
制
や
地
方
単
独
事
業
費
の
抑
制
を

図
り
、
こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
地
方
財
政

計
画
の
規
模
の
抑
制
に
努
め
る
こ
と
に

よ
り
、
財
源
不
足
額
の
圧
縮
を
図
る
こ

と
と
す
る
一
方
、
国
と
地
方
の
信
頼
関

係
を
維
持
し
な
が
ら
「
三
位
一
体
の
改

革
」
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
、
安
定

的
な
財
政
運
営
に
必
要
な
地
方
税
、
地

方
交
付
税
等
の
一
般
財
源
の
総
額
を
確

保
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
地
方
財

政
対
策
を
講
じ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、「
安
定
的
な
財
政
運
営
に
必

要
な
『
一
般
財
源
総
額
の
確
保
』
に
つ

い
て
、「
三
位
一
体
の
改
革
」
を
着
実

に
推
進
す
る
た
め
に
は
、
国
と
地
方
の

信
頼
関
係
が
必
要
で
あ
り
「
三
位
一
体

の
改
革
に
つ
い
て
」
お
よ
び
「
経
済
財

政
運
営
と
構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方

針
２
０
０
５
」
に
沿
っ
て
、
地
方
公
共

団
体
の
安
定
的
な
財
政
運
営
に
必
要
な

地
方
税
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
総
額
の

確
保
が
是
非
と
も
必
要
と
い
う
こ
と

で
、『
一
般
財
源
総
額
』（
地
方
税
、
地

方
交
付
税
、
臨
時
財
政
対
策
債
、
減

税
補
て
ん
特
例
交
付
金
、
減
税
補
て

ん
債
お
よ
び
所
得
譲
与
税
を
除
く
地

方
譲
与
税
の
合
計
額
を
い
う
。）
は
、

55
兆
６
千
３
３
４
億
円
で
、
前
年
度
に

比
べ
２
０
４
億
円
の
増
と
な
り
、
平
成

17
年
度
以
上
の
額
を
確
保
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
平
成
18
年
度
の
地
方
財
政
の

歳
入
歳
出
規
模
は
、
計
画
総
額
は
前
年

比
0.7
％
減
の
83
兆
１
千
５
０
８
億
円
で
、

平
成
14
年
度
以
来
５
年
連
続
の
減
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
度　

鬼
北
町
施
政
方
針


